
〔寄生虫学雑誌第 10巻第3号 336-341頁 1961〕

肝蛭症の実験的研究

(3) 家兎における臨床および血液学的観察

木村重

兵庫農科大学獣医学教室（指導小野豊教授）

（昭和 35年 11月初日受領）
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従来，肝蛭感染動物の主なる臨床症状としては，微熱

食慾不振，けん怠，腹痛，下痢，肝部の圧痛，貧血，浮

腫，心機能不全，痩削，被毛の光沢欠除および乳汁の分

泌減少であり，血液変化として赤血球数および血色素量

の減少，白血球数，好酸球の増加などが一般に知られて

いる．しかし，乙れらの症状は，感染動物の種類，メタ

ケルカリアの感染数，肝蛭の寄生部位，感染時期と経過

の異なるにしたがって，極めて多様に現われるものと考

えられる．

今回，家兎に人工的に肝蛭を感染せしめ，その臨床お

よび血液学的変化を詳細に観察したので，その大要を報

告する．

材料および方法

1. 実験動物 実験的に作製した肝蛭メタケノレカリア

を家兎体重 1.915~2.755 kgのもの 39匹に経口投与し

て，人工感染家兎をつくった．

2. 臨床検査主として体重，体温，食慾，元気，可

視粘膜，被毛の状態，浮腫，糞便の状態を検査した．

3. 血液検査赤血球数は Hayem液て 200倍に稀釈

した血液を， Thoma-Zeiss計算室を用いて算定し，白

血球数は Ti.irk液て 10倍に稀釈するタト，計算は赤血球

の場合と同様てある．血色素量は Sahliの血色素計を

使用した．各種白血球数は，血液塗抹標本をギームず染

色とし，百牙率を求めた．

実験成績

メタケルカリアを感染せしめてから病状悪化し，感染

後50-130日の聞に第死したものを急性型とし，経過と

ともに病状は回復して，感染後 200日以上生存したもの

を慢性型とした．
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1. 一般臨床所見

。元気感染30-40日頃より，ぜんじ元気が衰え，

50-80日頃に至って著しく元気を失い，動作は緩慢とな

り倦怠症状を呈し，その後さらにこの状態が悪化した．
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しかし，慢性型の No.2, 22, 16, 23においては他の例に

比較して元気喪失も軽度であって，感染後 150-180日

よりぜんじ回復にむかった．
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第 1図 No. 10（急性型）の一般臨床症状

2） 食慾感染後30日頃よりわずかに食慾不振とな

り，40-60日頃には著しく食慾の減退を示し，投与濃厚

飼料の60-70%量を残すようになった．ついて、経過をと

るに従い，投与した青草にも食慾を欠き，投与量の30-

50%量を残すようになった．また慢性型においては軽度

の食慾不振をみとめ，感染 100日頃より次第に食慾を増

し，120-150日頃に至ってほぼ正常の食慾となった．

3）体重急性型においては，感染時の体重より減少

することなくわずかずつ増加を示すものと，感染後40-

50日頃よりぜんじ減少しはひめるものとがある．すなわ

ち，No.10ては感染時 2.410 kgて，感染30日， 2.545 

kg, 69日， 2.565 kg, 104日， 2.790 kgと軽度に体重は

増加した．また No.44においては感染時 2.160kg，感染
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49日に至って1.935kg, 80日， 1.805kg, 112日，1.790

kgと減少することをみとめた．慢性型においても感染

時の俸重より減少することなくわずかずつ増加し， No.

2ては感染l時 2.240kg, 感染64日， 2.425 kg, 99日，

2.557 kg, 148日， 2.635kg, 211日， 2.6 80kg, 306 

日， 2.665kgを示した．

色 3000・
]JIL l~伺・

主主 JO例

違え訓”to•" 
.S••• 

ふ 'TO
法 60i q-..... ＿，ぺ

S色~ s。J/.O 
ネx 30 z。

/0 

第 2図 No. 10（急性型）の血液所見

4）被毛感染70-90日頃より被毛は徐々に光沢を失

って粗くなり，その後光沢が回復する例は少なかった．

しかし No.16においては，感染 150日頃より回復にむか

い， 180日頃に至ってほぼ正常となった．

5）浮腫 一般に急性型において鑓死前1-2週頃よ
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第 3図 No. 2 （慢性型）の一般臨床症状
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てはそれぞれ感染時 601万， 580万， 感染7日， 751万，

947万， 14日， 826万， 830万であった．一般に感染30-

40日頃より赤血球数は減少しはじめ，50-80日頃に至っ

て著しく減少し，ほぼ感染時赤血球数の半数となり，以

後 200-400万を算定された．また慢性型てある No.2 

の赤血球数の推移は次のようであった．感染時 659万， 感

染 7日， 837万， 29日， 493万，78日， 332万，106日，

328万， 155日， 267万， 211日， 348万， 306日， 364万で

あって， ほとんどが病機の進むに伴って減少し， 或い

は慢性に移行しても赤血球数の回復はみとめられなかっ

た．

2) 血色素量赤血球数に伴って変化し，感染時70-

80%の血色素量のものが，次第に減少し20-30%に低下

するものがあった．すなわち，No.7ては感染時 70%,

感染62日， 51%, 104日， 47%, 138日， 32%, 173日，

i6%を示した．

3) 白血球数 白血球数の変化は感染後14日頃より急

激に増加し，症状のはげしい時期（例えば赤血球数の著

しく減少する時期〉には， 白血球数は軽度に減少する

傾向にあった． すなわち，No.7の白血球数は，感染時

8,500，感染14日， 10,800,55日， 21,300,104日， 9,100,

152日， 8,800,166日，札800であった． また急性の

No. 3のように，感染時 8,300，感染14口， 11,300, 36 

日， 13,600,50日，23,900と白血球数は減少すること

なく弊死した．
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り顔面が腫脹するととをみとめたが，浮腫は触診によっ

て判明できる程著しいものではなかった．

6) 限結膜感染後20-30日頃において眼結膜は軽度

の充血を示し， 3-5日間継続する例があり，感染45-

50日頃よりわずかに眼結膜に貧血があらわれ， 60-70日

頃には著明となり ，このような状態を持続する例の他

に，結膜は著しく貧血し，蒼白色を示すものもあった．

また No.16においては感染 150日頃よりぜんひ回復にむ

かった例もあった．しかし限結膜の黄痕，浮腫は認めら

れなかった．また感染初期に眼賦のみられる例も稀にあ

った．

7) 糞便 一般に糞便の状態に変化はなかった．稀に

軟便を排しでも一過性のものであった．しかし，慢性型

においては，病機が慢性期に移行する頃から糞便は小さ

く，しかも極めて硬いものて、あった．

8) その他の症状 体温は感染20-150日の聞に軽度

の上昇をみとめ，特に感染初期においては持続的な上昇

を示した．また衰弱が著しい頃には音響に対しての反応

は鈍感となり，耳は下垂し，一定の場所に沈うつする例

が多かった．

2. 血液の変化

1) 赤血球数 感染初期の赤血球数の変化は，感染7

-14日頃において，一部の例に赤血球数の軽度の増加を

みとめた．例えば No.2ては感染時 659万であったもの

が，感染7日， 837万， 14日， 863万となり ，No.5，及び 9
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No. 2 （慢性型）の血液所見
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4）各種白血球各種白血球の中て，とくに著しい変

化を示したのは，好酸球であって，感染経過に伴って著

明な変化がみとめられた． すなわち，No.2においては

0.5 -1.0 %のものが，感染14日， 6.0%, 36日， 26.5

%, 64日，21.0%, 106日， 15.5%, 148日， 4.5%,

224日， 3.0%, 306日， 7.0%であった．一般に感染

14日頃よりぜんじ増加し，40-60日を頂点として 100日

の聞において著明にあらわれる．しかし若干の例におい

ては，感染11寺軽度に増加するが，著しい増加をみること

なく経過するものもあった．好中球およびリンパ球は好

酸球の増加するに伴って，逆に減少した．また一部の例

においては，貧血が著明になってくると赤血球の大小不

同症，多染性赤血球の出現がみとめられた．

総括と考察

従来の肝蛭症の臨床および血液学的研究は自然材料に

よるものが多く ，また実験的肝蛭症の研究は Lutz(1892

1893), Ssinitzin (1914），白井（1925），小野ら（1951,

1952）の報告がみbれるが，とれらは，いずれも終宿主

体内における肝蛭の移行経路の検索，或いは病理発生，

中間宿主の決定を中心として検索をおとなっている．ま

た渡辺ら（1953）は人工感染山羊について，主として治

療試験をおこない，小野 ・木村（1959）は午2頭を用い

て肝蛭人工感染試験をおこない，各種病状および血液像

の系統的な検索をおこなっている．

今回，私は家兎39匹を用いて人工的に肝蛭を感染せし

め，一般臨床および血液の変化について検索をおとなっ

た．とれらの成績を総括考察すれば次のようである．

1. 感染初期

一般臨床の変化は感染後30日頃よりぜんじ元気が衰

え，食慾の不振をきたし，感染40-60日頃に至って著明

に現われるようになる．限結膜は感染20-30日頃に少数

例において軽度の充血をみとめ，充血が消失し，ついて、

感染45-50日頃よりぜんじ貧血が現われる．また体重は

感染直後は増加をみとめたが，感染40-50日頃より次第

に減少をはじめ，体温も軽度に増加するものが多く ，動

作も緩慢となり倦怠症状を示した．血液の変化は，少数

例において感染後7-14日頃に至り赤血球数の軽度の増

加をみとめ，一般に感染30-40日頃より赤血球数はぜん

じ減少しはじめ， さらに 50-60日頃には著しく減少し

た．また血色素量も赤血球数に伴い低下した．白血球数

は感染14日頃より次第に増加し，感染初期においておお

むね感染時より減少することはなかった．各種白血球の

( 11 ) 
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うち好酸球に変化がみとめられ，感染14日頃より軽度の

増加をきたし，感染40-60日頃には著明に現われるよう

になる．

との時期は小野らの家兎感染実験の結果によれば，小

腸において脱嚢した幼肝蛭が腸壁を穿通して腹腔に出

て，肝表面より肝被膜を破って，肝実質を破壊しつつ胆

管に達し，ほぼ成虫に発育する時期であるといい，今回

の家兎人工感染試験においても同様な所見を観察するこ

とが出来た．したがって家兎の如く小動物においては，

幼肝蛭の侵入による肝炎，腹膜炎および横隔膜炎を起こ

して症状は著明に現われ，しばしば急性死することがあ

る．しかし私どもの牛感染試験ては，重症および中等症

を作製してその症状の観察を行ったが，感染初期におい

ては，元気，食慾が衰え，軟便を排し，体重の減少，好酸

球の増加が主なるもので症状は軽微であった．家兎の症

状を牛の如き大動物の症状と比較すれば，現われる症状

は明瞭であり ，しかも早期に出現することをみとめた．

またこの時期を Gerlach, Zi.irnの羊における症状区分

によれば第1期にあたる．

2. 表弱期

感染家兎は，著しく元気，食慾を失い，動作は著しく

緩慢となり，体重も減少し，眼結膜は蒼白色の貧血を示

した．またこの時期に至り被毛の光沢はぜんり消失し，は

じめ粗毛となり，顔面の腫脹をみる例もあった．体温は

感染初期にひきつづき上昇を示すものもあり，軟便を排

するのもとの時期であった． 血液の変化では， 赤血球

数の著しい減少をみとめ，感染時の半数に及ぶ例も多数

あった．また血色素量は著しく低下し，白血球数は増加

を示すが，症状のはげしい時期においては逆に減少する

ことがあった．各種白血球においては好酸球の増加，好

中球， リンパ球の減少がみられ，赤血球の大小不同症，

多染性赤血球の出現するととをみとめた，しかし』慢性型

においては，この震弱期の症状は軽微であって，感染初

期に比較して症状はわずかに増加する程度であった．

乙の時期は，私どものこれまでの実験的肝蛭症の結果

によれば，体内移行を終了し，成虫まで発育した肝蛭は

胆管に定着して，木病問有の慢性胆管炎，肝硬変を惹起す

る時期て、あって，Gerlachおよび Zi.irnの第2期，第 3

期に相当するものである．またとの時期の人工感染牛の

症状は衰弱，赤血球，白血球および血色素量の減少，好

酸球の増加，肝部圧痛，前胸，顎凹の浮腫，悪液質など

が現われるようになり ，自然感染重症午において，しば

しば起立不能に陥り鎚死するのもとの時期てある．また
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家兎等のような小動物においては，衰弱期を経過して，

なお生存するものは少ないようである．

3. 回復期

感染初期および衰弱期において各種の症状が軽微であ

った慢性型において，回復の症状をみとめることができ

た．すなわち，感染 100日頃より食慾はぜんじ回復しは

じめ，感染 150日頃に至って，元気，被毛の光沢，眼結

膜の貧血，白血球数，各種白血球は正常な状態に回復の

傾向があったが，赤血球数および血色素量は減少の状態

を示した．また糞便は著しく小さくなり，硬さも増し

た．しかし， ζのように同復の徴候が現われても再び衰

弱し，大動物の如く生存できるものはなかった．

乙の回復期を Gerlachおよび Zurnの第4期にあた

るものと考えられ，同氏らは，との時期ては動物の症状

は怪快し，虫体は排出され，回復すると述べている．ま

た私どもの行った実験午ては，元気，食慾，被毛光沢を

増し，ついて肝部圧痛，限結膜の貧血，浮腫も消失し，

体豆も増加することをみとめた．

乙のように家兎肝蛭症においても，他の大動物の如く

一定の経過をとるが，衰弱期に至ってほとんどが鎚死

し，慢性肝蛭症の症状を呈するものは少ないものと考え

られる．

まとめ

私は39匹の家兎に人工的に作製したメタケルカリアを

経口的に感染せしめ，一般臨床および血液の変化を観察

し，次の結果を得た．

1. 感染初期の臨床および血液の変化は，元気，食慾

の減退，体温の上昇，眼結膜の充血および貧血，赤血球

数，血色素量の減少，白血球数，好酸球の増加をみとめ

た．

2. 衰弱期においては，元気，食慾の著しい減少，体

温の上昇，動作緩慢，痩削， 眼結膜の高度の貧血，軟

便，顔面の腫脹，被毛光沢欠除，赤血球数および血色素

阜の苦しい減少，白血球数，好酸球の増加，赤血球の大

小不同症および多染性赤血球の出現をみとめた．

3. 慢性症状を示した例においては，感染初期より症

状は軽微であって，特に赤血球数は他の症状が正常に同

復しても，なお減少を示し，また小さく硬い糞便を排し

稿を終るに当り，終始御指導，御校閲をいただきまし

( 12 ) 

た小野豊教授に深甚の謝意を表します．
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EXPERIMENT AL STUDIES ON FASCIOLIASIS 

川. CLINICAL AND HEMATOLOGICAL OBSERVATIONS 

ON INFECTED RABBITS 

SHtGE KIMURA 

(Laboratory of Feterinmy !i.fedicine, Hyogo University of Agriculture, 

Sa:m）・ama,Hyogo Pr，げecture)

In his previous paper, the author reported the infection rate of metacercariae among 

rabbits, distribution of F. lzφatica in the liver, appearance of eggs in the feces, relationship 

between the number of parasites and that of deaths among infected rabbits. The present 

experiment was performed with 39 infected rabbits to clarify clinical symptoms and hematolo-

gical changes in them. The results obtained are summarized as follows. 

1. In the infected rabbits the cour田 ofdisease can be divided into three stages. The 

first stage (early stage) appears within a short period after infections and lasts until about 50 

days after infection. It is associated with such symptoms as depression decrease in appetite, 

slight rise in temperature, anemia of the conjunctiva, oligocythemia, hypochromia, leucocytosis. 

and a high eosinophilia (20 to 30 per cent or more). 

2. The second stage (weakening stage) is characterized by severe oligocythemia. It is 

also accompanied by hypochromia, decrea記 inappetite, and anemia of the cojunctiva. Further-

more, leucocytosis, diarrhea, swelling of the face, and rough hair coat are most clearly observed 

about 60 to 130 days after infection. 

3. The third stage (chronic stage), if it does ever supervene, appears about 200 days 

after infection. In this stage the feces form small masses and bec。mesolid. At the same 

time oligocythemia and hypochromia occur. 

( 13 ) 
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